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霜
雪
飢
腸
苦
一
生

姪
調
潤
色
也
多
情

多
情
夜
々
半
山
月

吟
興
胸
襟
無
恵
卿

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人
ー

「
参
天
台
五
壷
山
記
割
記
」

霜
雪
飢
腸
苦
し
む
こ
と
一
生

し
た
し
ふ
み
し
た
し

調
に
姪
み
色
に
澗
む
ま
た
多
情

多
情
た
り
夜
々
半
山
の
月

吟
ほ
胸
襟
に
興
り
恵
卿
無
し

一
休
宗
純
（
ニ
ニ
九
一
―
―
ー
一
四
八
一
）
の
「
賛
王
荊
公
」
と
題
し
た
一
首
で
あ

(
1
)
 

る
。
王
荊
公
す
な
わ
ち
王
安
石
が
宿
痢
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、

晩
年
の
生
活
は
前
半
生
と
同
様
に
鰹
演
的
に
も
恵
ま
れ
た
朕
況
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
自
ら
招
い
た
と
は
い
え
政
争
に
心
身
を
さ
い
な
ま
れ
、
批
判
の
嵐
に
呻

吟
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。
半
山
つ
ま
り
金
陵
の
鍾
山
に
閑
居
し
て
か
ら
は
調
に

親
し
み
詩
文
に
ふ
け
る
こ
と
に
専
ら
意
を
注
い
だ
。
鍾
山
の
月
に
心
を
澄
ま
す

日
々
を
送
る
に
つ
れ
、
胸
襟
を
開
く
よ
う
に
調
吟
の
沸
く
と
こ
ろ
、
す
で
に
彼

の
嫌
悪
す
べ
き
呂
恵
卿
へ
の
こ
だ
わ
り
も
消
え
て
な
く
な
っ
た
。
王
安
石
が
煩

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人 ー

ー

法

鴬

の

影
ー
'
—

二
の
二

一九

わ
し
い
俗
事
を
逃
れ
て
佛
道
に
い
そ
し
ん
だ
晩
年
の
心
境
を
付
度
し
な
が
ら
、

一
休
が
呈
し
た
賛
辟
で
あ
る
。

日
中
闘
係
史
の
中
で
も
、
わ
が
國
の
中
國
文
化
受
容
に
限
定
し
て
い
え
ば
、

文
物
と
り
わ
け
文
字
を
介
し
た
受
容
が
時
代
を
越
え
て
墜
倒
的
な
比
重
を
占
め

て
い
る
。
そ
れ
は
文
化
交
流
の
上
で
往
々
に
し
て
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
往

来
が
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
段
と
い
っ
て

も
よ
か
っ
た
。
大
陸
文
化
振
取
の
ほ
と
ん
ど
を
文
獣
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
一
休
の
如
き
知
識
人
逹
に
と
っ
て
、
文
献
の
持
つ
意
味
は
と
て
つ
も
な
く
大

き
い
。
そ
れ
故
に
彼
ら
が
手
に
し
親
し
む
典
籍
や
撰
著
者
の
志
向
に
左
右
さ
れ

易
い
の
も
ま
た
事
寅
で
あ
る
。
渡
航
の
経
験
を
持
た
な
い
一
休
が
「
賛
王
荊

公
」
の
詩
を
も
の
し
た
の
も
、
王
安
石
の
『
臨
川
先
生
文
集
』
な
ど
に
心
酔
し

た
か
、
皮
肉
な
見
方
を
す
る
と
、
や
や
も
す
れ
ば
佛
数
に
背
を
向
け
批
判
的
な

態
度
を
示
し
が
ち
な
司
馬
光
や
欺
陽
脩
ら
と
違
い
、
「
調
に
姪
む
」
信
仰
生
活

を
慕
っ
た
王
安
石
に
、
よ
り
身
近
な
も
の
を
感
じ
た
か
ら
に
違
い
な
か
ろ
う
。

天
竜
寺
夢
窓
の
弟
子
で
あ
り
、
海
を
渡
っ
て
台
州
・
扁
州
を
め
ぐ
り
紅
巾
の

藤

善

員

澄



風
に
あ
い
蹄
國
し
た
観
中
中
諦
(
-
三
四
二

i
一
四

0
六
）
に
も
ま
た
「
賛
王

荊
公
」
詩
が
あ
る
。
た
だ
彼
の
場
合
あ
る
い
は
元
朝
治
下
の
空
氣
を
反
映
し
て

(
2
)
 

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
3
)
 

王
安
石
研
究
の
専
家
で
あ
る
東
一
夫
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、

五
山
文

學
の
粋
を
集
め
た
珠
玉
篇
『
翰
林
五
鳳
集
』
で
は
、
王
安
石
を
め
ぐ
る
詩
五
十

餘
首
、
詩
僧
も
三
十
名
を
下
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
、
王
安
石
を
評
債
す
る

詩
ほ
七
首
、
禰
僧
六
名
、
反
封
に
司
馬
光
を
詠
ん
だ
詩
は
六
三
首
、
二
十
名
、

蘇
東
披
に
い
た
っ
て
は
一
―
九
首
、
二
五
名
に
の
ぽ
り
、

か
つ
王
安
石
の
も
の

は
批
判
の
詩
僧
が
匪
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
芳
賀
幸
四

郎
氏
は
、
五
山
調
林
内
で
讀
ま
れ
て
い
た
典
籍
の
ほ
と
ん
ど
が
元
祐
黛
人
の
文

集
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

王
安
石
を
評
債
す
る
に
せ
よ
批
判
す
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
日
本
の
人

ロ
に
謄
炎
さ
れ
た
の
ほ
驚
嘆
に
債
い
す
る
。
中
國
文
化
へ
の
憧
憬
、
飽
な
き
知

識
欲
に
稜
す
る
と
は
い
え
嘗
時
の
政
治
や
社
會
、
ほ
て
は
敦
園
事
情
に
至
る
ま

(
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で
考
慮
す
べ
き
要
因
は
多
い
。
そ
れ
に
し
て
も
王
安
石
は
も
ち
ろ
ん
新
薔
法
鴬

の
争
い
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
闊
心
を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
、
評
論

の
口
火
を
切
っ
た
の
は
誰
か
な
ど
興
趣
つ
き
な
い
話
題
に
は
こ
と
鋏
か
な
い
。

け
れ
ど
も
今
は
そ
れ
を
検
討
す
る
準
備
も
餘
裕
も
な
い
。
た
だ
し
断
言
し
て
は

ぼ
か
ら
な
い
の
は
、
王
安
石
を
初
め
て
日
本
に
紹
介
し
法
鴬
を
め
ぐ
る
宋
朝
の

シ
リ
ア
ス
な
空
氣
を
博
え
た
者
こ
そ
、
本
論
に
取
り
上
げ
た
京
都
岩
倉
の
大
雲

寺
主
成
尋
で
あ
り
、
彼
の
旅
行
記
『
参
天
台
五
豪
山
記
』
を
日
本
に
将
末
し
た

弟
子
逹
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
尋
ら
は
熙
寧
五
年
（
延
久

杭
州
に
上
陸
し
た
成
尋
一
行
ほ
、

ひ
と
ま
ず
杭
州
府
の
公
移
を
得
て
通
事
陳

っ
た
政
府
の
要
人
逹
に
的
を
し
ぽ
り
、
同
様
の
手
法
を
用
い
法
鴬
の
影
を
垣
開

四
年
・
一
〇
七
二
）
に
入
宋
し
、
杭
州
ー
天
台
山
ー
杭
州
ー
開
封
ー
五
豪
山
と

旅
す
る
が
、
時
は
ま
さ
に
王
安
石
に
よ
る
改
革
が
あ
い
つ
い
で
賓
施
さ
れ
て
い

く
直
中
に
あ
っ
た
。
新
法
是
か
非
か
の
論
争
だ
け
で
は
な
い
。
施
行
を
め
ぐ
り

ト
ラ
ブ
ル
さ
え
頻
稜
す
る
物
情
駿
然
と
も
い
え
る
各
地
を
旅
し
た
一
行
は
、
都

開
封
（
沐
京
）
に
も
ど
り
博
法
院
に
滞
在
す
る
。
や
が
て
稗
宗
に
謁
見
を
許
さ

れ
た
ば
か
り
か
、
救
命
に
よ
っ
て
後
苑
の
瑶
津
亭
に
粉
壇
道
場
を
し
つ
ら
え
、

旱
魃
に
苦
し
む
宋
人
の
た
め
雨
を
祈
っ
て
成
功
し
、
大
い
に
面
目
を
施
す
こ
と

に
な
っ
た
。
営
然
、
貴
顕
と
の
交
り
も
生
じ
て
く
る
。

前
稿
に
お
い
て
成
尋
の
旅
行
記
か
ら
、
最
初
の
上
陸
地
で
あ
る
杭
州
お
よ
び

巡
膿
地
天
台
山
の
在
所
台
州
に
限
っ
て
、
貼
付
さ
れ
て
い
た
と
お
ぽ
し
い
公
移

や
牒
文
に
現
わ
れ
る
官
人
の
身
元
を
洗
い
、
埋
も
れ
て
い
た
蘇
東
披
と
成
尋
の

(
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避
逗
を
掘
り
起
こ
し
て
お
い
た
。
そ
の
主
た
る
目
的
ほ
杭
・
台
雨
州
官
衝
の
人

的
構
成
に
つ
い
て
、
中
國
史
料
の
鋏
落
し
た
部
分
を
補
い
な
が
ら
、
あ
わ
よ
く

ば
法
鴬
の
争
い
を
雨
地
方
に
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
あ

と
を
受
け
て
舞
豪
を
震
源
地
で
も
あ
る
沐
京
に
移
し
、
成
尋
が
直
接
交
渉
の
あ

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

詠
に
伴
わ
れ
天
台
山
に
向
い
國
清
寺
に
滞
在
す
る
。
天
台
に
留
錫
中
、
台
州
を

通
じ
て
五
豪
山
巡
拝
の
救
許
を
申
請
し
、
神
宗
の
格
別
の
ほ
か
ら
い
に
よ
り
、

二
0



世
話
と
、
こ
れ
ま
た
救
命
を
受
け
た
沿
路
の
州
軍
の
加
護
を
蒙
む
り
な
が
ら
沐

京
に
到
逹
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
官
人
逹
と
接
燭
す
る
最
中
、
否
應
な
く
政

界
の
事
情
を
耳
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
長
路
の
旅
に
お
い
て
鄭
崇

班
よ
り
、
今
や
櫂
勢
な
ら
び
な
き
感
を
強
く
し
つ
つ
あ
っ
た
王
安
石
と
、
彼
の

改
革
を
め
ぐ
る
薔
法
鴬
と
の
激
し
い
相
克
闘
を
聞
か
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

沐
京
に
到
着
し
た
直
後
の
煕
寧
五
年
十
月
二
十
二
日
、
一
行
は
参
内
し
稗
宗

に
謁
見
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
翌
年
四
月
二
日
に
は
、
随
行
五
人
の
蹄
國
お
よ
び

成
尋
の
天
台
行
に
あ
た
り
、
朝
僻
の
た
め
崇
政
殿
に
伺
候
し
て
い
る
。
こ
の
折

に
も
王
安
石
に
ま
み
え
る
機
會
が
あ
っ
た
の
で
は
と
想
像
を
退
し
く
す
る
も
の

の
、
残
念
な
が
ら
一
切
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
次

の
よ
う
な
牒
文
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、

っ
と
な
っ
て
い
る
。

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

王
安
石
に
か
ん
す
る
貴
重
な
資
料
の
一

熙
寧
六
年
四
月
四
日
條
に
付
す
誹
宗
か
ら
成
尋
に
授
け
ら
れ
た
善
慧
大
師
の

師
琥
に
開
す
る
牒
文
で
あ
る
。
三
月
二
十
三
日
、
師
琥
を
賜
わ
る
旨
の
宜
示
が

中
書
に
下
さ
れ
た
こ
と
を
勾
常
御
薬
院
偲
法
院
事
の
李
舜
學
か
ら
慈
清
大
師
智

孜
を
介
し
て
博
え
ら
れ
、
翌
日
に
は
偲
法
院
の
司
家
に
中
書
へ
師
琥
拝
授
の
文

朕
を
書
い
て
も
ら
い
準
備
萬
端
整
え
て
あ
っ
た
。
三
月
二
十
七
日
に
は
梵
オ
三

蔵
か
ら
善
慧
大
師
の
琥
と
は
別
に
「
小
師
二
人
に
は
紫
衣
の
聖
旨
下
る
」
と
耳

う
ち
さ
れ
て
お
り
、
頼
縁
と
快
宗
の
雨
人
に
到
す
る
同
様
の
紫
衣
下
賜
の
牒
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
蹄
國
す
る
雨
人
が
自
ら
の
手
で
携
行
す
る
こ
と
で
も
あ

り
、
敢
て
付
記
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
末
尾
に
書
き
込
ん
だ

旅
銀
は
も
と
よ
り
得
替
に
よ
っ
て
都
へ
還
る
崇
班
の
鄭
珍
を
遣
わ
さ
れ
、
彼
の

牒
奉

聖
旨

送
中
書

中
書
門
下

中
書
門
下
奏

諜
尚
書
祠
部

披
博
法
院
乃
至
敷
奏

右
諫
議
大
夫
参
知
〔
政
〕
事
潟
在
判
京

薦
部
侍
郎
平
章
事
王
在
判
安
石

王
賂
軍
也

熙
寧
六
年
三
月

證
部
侍
郎
参
知
政
事
王
在
名

救
宣

日

「
印
多
々
也
」
の
文
字
に
よ
り
、

牒 牒
至
准

本

院

遂

具

奏

聞

奉

印
多
々
也

か
な
り
所
司
の
官
職
や
姓
名
が
略
さ
れ
、
重

要
ポ
ス
ト
の
三
名
の
み
を
書
寓
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
後
に
績
け
て
、
杭
州
上
陸
よ
り
こ
の
か
た
一
行
の
通
事
を
つ
と
め
て
き

た
陳
詠
が
、
出
家
入
道
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
剃
髪
得
度
の
許
可
申
請
を
行
っ

て
い
た
の
に
封
し
、
尚
書
祠
部
に
認
可
す
る
旨
と
法
名
を
悟
本
と
稲
す
る
宜
示

が
下
っ
た
と
の
牒
文
が
書
寓
さ
れ
て
あ
る
。

日
本
國
延
暦
寺
阿
闇
梨
大
雲
寺
主
催
燈
大
法
師
位
賜
紫
成
尋

牒
奉

特
賜
琥
善
慧
大
師

救
故
牒

中

書

門

下

牒



救
出
給
剃
度
文
牒
者

煕
寧
陸
年
雖
月

日

故
牒

書
令
史
鄭
押
牒

救
陳
詠
依
所
乞

賜
法
名
悟
本

牒
具
如
前

其
上
件
賜
名
悟
本

事
須
准

宜
令
尚
書
祠
部

特
興
剃
度

陳
詠
依
所
乞
宜
令
尚
書
詞
部
特
典
剃
度

〔
賜
〕
法
琥
悟
本
及
闘
牒
停
法
院
牒
上
（
至
）

救

故

牒
熙

寧

六

年

三

月

日

牒

證
部
侍
郎
参
知
政
事
王
押

右
諫
議
大
夫
参
知
政
事
凋
押

證
部
侍
郎
平
章
事
王
押

救
〔
劉
子
〕
節
文
中
書
門
下
奏
攘
偉
法
院
吠
攘
明
州
通
事
客
人
陳

詠
朕
昨
於
慶
暦
八
年
内
本
州
市
舶
司
給
得
公
牒
往
日
本
興
敗
（
販
）

前
後
五
廻
又
蒙
杭
州
〔
轄
〕
運
司
公
文
差
送
日
本
國
僧
赴
闘
朝
見

日
夕
常
見
日
本
〔
阿
〕
闇
梨
精
勤
佛
事
欲
乞
剃
頭
為
僧
興
日
本
〔
阿
〕

闇
梨
為
弟
子
終
身
念
佛
報
答
國
恩
奉

尚
書
詞
部
牒

准

こ
の
継
緯
に
つ
い
て
ほ
同
月
十
二
日
條
に

救

依
例
出
給
文
牒

俯

依
例
出
給
文
牒
切

〔
事
須
〕
准

尚
書
鯉
顧

左
（
右
）
諫
議
〔
大
夫
〕
同
煎

と
あ
り
、
長
く
通
事
を
つ
と
め
朝
な
夕
な
成
尋
に
仕
え
起
居
を
共
に
す
る
閲
、

成
尋
の
ひ
た
む
き
な
求
道
心
と
佛
徳
に
ふ
れ
て
剃
髪
得
度
し
弟
子
と
な
っ
て

「
終
身
念
佛
し
國
恩
に
報
答
せ
ん
」
と
願
い
出
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
陳
詠

が
治
平
二
年

(
1
0六
五
）
に
日
本
へ
渡
り
交
易
中
の
と
こ
ろ
、
成
尋
ら
と
知

(

8

)

 

り
あ
っ
た
次
第
は
す
で
に
杭
州
の
公
移
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
右
牒
文
の
慶
暦

八
年

(
1
0四
八
）
と
は
杭
州
市
舶
司
の
公
牒
を
最
初
に
取
得
し
た
年
で
あ
ろ

う
。
前
後
五
回
に
わ
た
っ
て
東
シ
ナ
海
を
往
復
し
た
彼
が
、
し
か
も
老
母
を
残

(

9

)

 

し
妻
子
を
棄
て
て
出
家
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
事
情
と
覺
悟
が
あ
っ

て
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
四
月
五
日
、
領
受
し
た
ば
か
り
の
善
慧
大
師
賜
紫
成

尋
名
で
書
か
れ
た
陳
詠
の
た
め
の
「
明
州
受
戒
奏
状
」
に
は
、
陳
詠
が
日
本
僧

ら
五
人
と
日
本
に
渡
り
、
二
年
後
に
蹄
國
す
る
こ
と
の
許
可
を
願
い
出
て
い
る

(10) 

の
で
あ
る
。

論
を
も
と
に
戻
そ
う
。
師
琥
の
牒
に
あ
る
位
記
「
膿
部
侍
郎
参
知
政
事
王
某
」

ほ
煕
寧
三
年
十
二
月
に
参
知
政
事
と
な
っ
た
王
珪
で
あ
る
。
ま
た
陳
詠
の
剃
度

を
認
可
す
る
中
書
門
下
牒
の
位
記
も
同
じ
く
王
珪
と
、
王
珪
よ
り
三
箇
月
前
に

参
知
政
事
を
拝
命
し
た
潟
京
、
最
後
が
王
安
石
と
な
る
。
な
お
陳
詠
の
尚
書
祠

部
牒
に
い
う
「
尚
書
鯉
誌
」
「
左
（
右
）
諫
議
同
前
」
と
は
去
る
四
月
三
日
條

に
沙
禰
長
命
に
受
戒
し
て
僧
と
な
す
の
戒
牒
が
給
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

尚
書
侍
（
祠
）
部
郎
中
充
集
賢
校
理
同
判
大
（
太
）
常
兼
證
儀
事
兼
同
判



知
制
詰
兼
寵
學
士
院
と
な
り
、
の
ち
龍
圏
閣
直
學
士
、
秘
書
監
、
察
州
・
揚

州
・
奄
州
の
各
知
州
、
知
江
寧
府
を
へ
て
知
應
天
府
に
終
っ
て
い
る
。
彼
の
本

(11) 

偉
に
ほ
知
制
詰
を
除
き
上
記
の
職
掌
す
べ
て
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

王
安
國

(
1
0二
八
ー
七
四
）
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
王
安
石
の
賓
弟
で
あ
る
。

字
は
平
甫
。
熙
寧
元
年
に
韓
綽
の
推
薦
を
受
け
て
召
試
及
第
し
武
昌
軍
節
度
推

官
よ
り
西
京
闊
子
監
敦
授
と
な
っ
た
が
、
紳
宗
か
ら
の
「
王
安
石
の
風
評
如
何

ん
」
と
い
う
下
問
に
到
し
て
「
恨
む
ら
く
は
人
を
知
る
に
明
な
ら
ず
、
豪
紋
太

だ
急
な
る
の
み
」
と
批
判
し
た
と
い
わ
れ
、
崇
文
院
校
書
、
秘
閣
校
理
に
改
め

ら
れ
た
の
ち
成
尋
ら
が
都
を
去
っ
た
翌
年
、
四
十
七
歳
で
没
し
た
。
兄
の
新
法

に
非
を
鳴
ら
し
曾
布
や
呂
恵
卿
ら
が
兄
を
誤
ま
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
難
じ
た
と

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

い
る
。
紳
宗
朝
に
は
判
度
支
審
院
よ
り
判
吏
部
流
内
鈴
、
さ
ら
に
直
舎
人
院
、

右
諫
議
大
夫
知
制
詰
同
知
道
（
通
）
進
銀
蛋
司
兼
門
下
封
較
事
集
賢
院
兼

尚
書
證
部
兼
同
判
王
盆
柔

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
尚
書
祠
部
牒
も
か
く
記
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
略
出
し

た
に
す
ぎ
な
い
。

王
珪
と
潟
京
に
つ
い
て
ほ
次
節
に
略
偉
を
紹
介
す
る
。
王
盆
柔

(
1
0
一
五

ー
八
六
）
は
字
を
勝
之
と
い
い
、
仁
宗
朝
の
参
知
政
事
王
曙
の
次
子
で
あ
る
。

彼
は
王
安
石
に
反
到
の
立
場
を
と
り
司
馬
光
と
親
近
の
閲
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

司
馬
光
が
「
『
資
治
通
鑑
』
を
讀
み
た
い
と
い
う
人
は
多
い
け
れ
ど
も
、
一
紙
も

終
え
な
い
う
ち
に
欠
伸
す
る
や
ら
睡
り
こ
け
て
し
ま
う
。
最
後
ま
で
閲
讀
す
る

の
ほ
王
勝
之
だ
け
だ
」
と
漏
し
た
口
吻
に
、
そ
の
開
の
事
情
が
盛
り
込
ま
れ
て

王
安
國

あ
る
。 さ

て
師
琥
牒
の
末
尾
に
付
す
「
王
賂
軍
也
」
は
王
安
石
に
つ
い
て
の
注
記
で

い
わ
れ
る
。
王
安
石
が
宰
相
を
や
め
た
直
後
、
呂
恵
卿
に
官
を
奪
わ
れ
田
里
に

(12) 

放
還
と
い
う
憂
き
目
を
見
て
い
る
。
『
王
平
南
文
集
』
六
十
巻
が
あ
り
、
現

(13) 

存
す
る
の
は
『
四
庫
全
書
』
珍
本
第
六
集
の
『
王
校
理
集
』
一
巻
で
あ
る
。
王
安

石
自
ら
筆
を
と
っ
た
「
王
平
甫
墓
誌
」
に
も
本
偲
の
官
歴
に
著
作
佐
郎
と
大
理

寺
丞
を
加
え
る
に
す
ぎ
ず
、
成
尋
が
停
え
た
こ
の
「
長
命
戒
牒
」
は
王
盆
柔
の

場
合
と
同
様
に
、
王
安
國
の
経
歴
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
中
國
側
の
鯛

を
補
な
う
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
「
尚
書
侍
部
郎
中
」
は
王
盆
柔
の
尚
書
證
部

と
戒
牒
の
性
格
よ
り
し
て
尚
書
祠
部
郎
中
と
改
め
る
べ
き
で
あ
り
、
同
判
大
常

(14) 

は
同
判
太
常
寺
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
『
長
編
』
に
よ
れ
ば
崇
文
院
校
書
よ
り

著
作
佐
郎
・
秘
閣
校
理
に
な
っ
た
の
は
王
安
石
の
政
敵
で
あ
る
参
知
政
事
の
潟

京
と
王
珪
の
薦
學
に
よ
る
も
の
と
い
う
が
、
そ
れ
は
熙
寧
六
年
十
一
月
十
九
日
、(15) 

「
長
命
戒
牒
」
に
週
れ
る
こ
と
七
箇
月
以
上
と
い
う
矛
盾
さ
え
き
た
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
王
安
石
は
字
を
介
甫
（
も
し
く
は
介
父
）
、
本
貫
の
撫

州
（
江
西
省
）
臨
川
縣
に
ち
な
む
臨
川
先
生
を
琥
と
し
て
い
る
。
ま
た
江
寧
府

（
南
京
）
に
晩
年
を
送
り
、
鍾
山
と
金
陵
城
の
半
ば
あ
た
り
に
居
を
構
え
た
こ

(16) 

と
か
ら
冒
頭
の
一
休
詩
に
み
た
よ
う
な
半
山
の
琥
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
元
豊
元
年

(
1
0七
八
）
つ
ま
り
再
び
宰
執
よ
り
退
き
江
寧
府
に
住
し
て
三

年
目
、
舒
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
王
舒
公
、
同
一
一
一
年
荊
國
公
に
改
封

さ
れ
た
こ
と
か
ら
王
荊
公
の
呼
び
名
が
あ
り
、
哲
宗
時
代
に
お
く
ら
れ
た
謳
琥

に
よ
っ
て
王
文
公
と
呼
ば
れ
も
す
る
。
彼
が
青
年
時
代
を
父
と
と
も
に
過
し
、

父
母
の
墳
墓
の
地
で
も
あ
り
、
晩
年
に
は
隠
棲
の
地
と
し
て
選
ん
だ
ほ
ど
慣
れ



親
し
ん
だ
金
陵
の
地
を
宋
代
の
文
人
逹
が
呈
し
て
王
金
陵
と
呼
ん
だ
の
が
愛
稲

で
あ
ろ
う
か
。
東
一
夫
氏
の
『
王
安
石
事
典
』
を
は
じ
め
先
人
逹
の
お
び
た
だ

し
い
作
品
に
も
「
王
賂
軍
」
の
稲
謂
は
ど
こ
に
も
み
え
な
い
の
で
あ
る
。

成
尋
の
日
記
中
、
も
う
一
箇
所
、
同
様
に
王
賂
軍
の
呼
稲
を
用
い
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。
そ
れ
は
沐
京
を
あ
と
に
明
州
へ
向
う
べ
く
南
下
し
、
揚
州
に
滞
在
し

た
熙
寧
六
年
五
月
四
日
條
に
み
え
る
。
一
一
日
に
揚
州
に
到
着
し
た
一
行
は
中
一

日
を
、
印
刷
さ
れ
た
ば
か
り
で
充
分
に
乾
い
て
い
な
い
顕
聖
寺
印
本
の
新
鰹
百

餘
巻
の
曳
干
に
費
し
、
こ
の
日
に
揚
州
府
衡
へ
挨
拶
に
向
っ
た
。
『
北
宋
鰹
撫

年
表
』
巻
四
に
よ
れ
ば
営
時
の
知
揚
州
は
前
年
再
び
任
じ
ら
れ
た
馬
仲
甫
と
な

っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
決
定
的
と
は
い
い
難
凶
。
と
も
か
く
「
知
府
給
事
中

ほ
顔
髪
最
も
皓
好
」
と
い
う
彼
に
興
應
を
受
け
た
の
ち
、
慈
覺
大
師
園
仁
が
滞

在
し
た
揚
州
開
元
寺
、
さ
ら
に
壽
寧
寺
に
参
詣
の
の
ち
食
事
を
す
ま
せ
、
今
度

は
龍
興
寺
に
向
っ
た
。

龍
興
寺
ほ
璧
員
が
住
し
て
い
た
寺
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
そ
の
大
佛
殿
に
参

拝
し
た
あ
と

に
證
拝
す
。
答
拝
し
了
ん
ぬ
。
王
賂
軍
安
石
の
大
碑
を
立
つ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
管
内
僧
正
賜
紫
恵
證
は
一
行
が
上
京
す
る
折
、
揚
州
佛

敦
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
副
僧
正
の
壽
寧
寺
住
持
惟
雅
ら
と
と
も
に
揚
州
安
賢

亭
に
出
迎
え
た
薔
知
の
閲
柄
で
あ
っ
た
。
雨
人
の
文
欣
が
貼
付
し
て
あ
り
、
そ

次
い
で
管
内
僧
正
賜
紫
恵
證
の
院
に
参
ず
。
貼
茶
雨
度
、
湯
一
度
。
丁
寧

慧
證
す
な
わ
ち
恵
證
の
院
碑
を
王
将
軍
安
石
の
碑
と
記
し
た
の
は
成
尋
の
勝

石
に
刻
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(18) 

の
返
證
を
も
兼
ね
て
の
参
詣
で
あ
ろ
う
。

師
琥
牒
の
「
王
賂
軍
也
」
に
は
、
あ
る
い
は
後
人
の
書
き
込
み
か
と
も
思
わ

せ
る
風
情
が
あ
る
。
し
か
し
本
條
の
「
王
将
軍
安
石
大
碑
」
は
疑
い
も
な
く
成

尋
の
文
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
師
琥
牒
の
そ
れ
も
原
註
と
し
て
残
さ
れ
た
成
尋
自

身
の
コ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
恵
蓋
が
王
安
石
と
は
泥
懇
の
聞
柄
で

あ
る
ば
か
り
か
、

王
安
石
に
次
の
よ
う
な
「
揚
州
龍
興
諧
院
記
」
が
あ
る
事
寅

を
知
れ
ば
な
お
さ
ら
、
成
尋
の
メ
モ
と
断
定
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
龍
興
講
院
記
」
に
王
安
石
は
語
っ
て
い
る
。

り
。
予
、
既
に
淮
南
に
吏
と
な
り
、
而
し
て
慧
證
も
龍
興
佛
舎
を
得
て
、

(19) 

其
の
徒
と
日
々
に
其
の
師
の
説
を
講
ず
。

慧
と
恵
の
混
用
は
珍
ら
し
く
も
な
く
、
慧
證
と
恵
證
が
同
人
で
あ
ろ
う
と
推
測

（遷

し
た
安
藤
更
生
氏
の
説
は
正
し
し
し
た
が
っ
て
王
安
石
が
慧
證
と
交
り
を
結

ん
だ
の
は
二
十
歳
前
後
で
あ
る
。
慶
暦
二
年

(
1
0四
二
）
に
進
士
及
第
し
て

策
書
淮
南
判
官
に
任
ぜ
ら
れ
揚
州
に
赴
任
し
た
頃
、
慧
證
も
ま
た
揚
州
龍
興
寺

に
住
し
、
そ
の
講
院
を
地
元
の
蒋
氏
に
浄
財
を
仰
ぎ
百
二
十
閲
の
佛
舎
に
仕
立

て
、
王
安
石
に
「
諧
院
記
」
の
執
筆
を
依
頼
し
た
も
の
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
成

尋
が
紹
介
す
る
「
王
賂
軍
安
石
大
碑
」
と
は
、
こ
の
「
講
院
記
」
を
慧
證
が
碑

予
、
少
き
時
、
金
陵
に
遊
ぶ
。
浮
屠
の
慧
證
な
る
者
、
予
に
従
い
て
遊
べ

ニ
四



ニ
ト
ラ
ン
ゼ
の
彼
が
創
案
し
得
る
呼
稲
で
は
な
い
。

武
職
の
経
験
を
持
た
ぬ
王
安
石
に
贈
呈
さ
れ
る
稲
琥
で
も
な
い
。
と
す
れ
ば
将

軍
琥
は
営
時
も
っ
ば
ら
巷
聞
に
流
布
し
て
い
た
俗
稲
、
あ
る
い
は
渾
名
の
類
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
屋
上
屋
に
推
測
を
架
す
れ
ば
阿
修
羅
の
如
く
新
法
を
強
引

に
推
し
進
め
、
反
封
す
る
者
に
は
容
赦
の
な
い
鐵
槌
を
下
し
彼
ら
を
排
除
し
て

い
く
王
安
石
の
あ
り
か
た
を
、
世
上
の
君
子
逹
が
賂
軍
に
な
ぞ
ら
え
て
か
く
呼

ん
だ
文
字
通
り
仇
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
成
尋
は
そ
れ
を
知
ら
ず
、
仇
名
の
ま

ま
採
用
し
た
。
他
に
類
似
を
求
め
ら
れ
な
い
現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え
ら
れ
る
最

熙
寧
六
年
二
月
一
日
、

入
内
内
侍
省
東
頭
供
奉
官
の
張
士
良
が
使
者
と
な
り
、

紳
宗
皇
帝
か
ら
日
本
の
後
三
條
天
皇
（
賓
は
前
年
十
二
月
崩
御
し
白
河
天
皇
が

郎
位
）
に
盾
る
『
金
泥
法
華
鰹
』
七
巻
、
諸
色
の
錦
二
十
疋
が
偉
法
院
に
運
ば

れ
て
き
た
。
張
士
良
は
元
祐
中
に
皇
城
使
と
な
り
宣
仁
殿
御
薬
を
つ
と
め
た
が
、

章
惇
に
よ
る
元
祐
薔
鴬
人
の
獄
が
起
る
と
同
じ
内
官
の
陳
術
・
梁
惟
蘭
・
梁
知

新
ら
と
宜
仁
太
后
の
帖
寵
を
た
の
み
専
櫂
瞬
碑
の
振
舞
い
が
あ
っ
た
罪
に
問
わ

(21) 

れ
、
大
逆
不
道
を
も
っ
て
貶
死
と
な
っ
た
。
元
祐
鴬
籍
に
名
を
列
ね
る
彼
は
外

國
使
臣
の
封
應
に
巧
み
で
あ
っ
た
の
か
、
翌
年
に
は
誹
宗
時
代
に
入
っ
て
創
設

さ
れ
た
ば
か
り
の
延
秋
坊
に
置
か
れ
た
同
文
館
勾
常
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
同
文
館
こ
そ
「
舎
宇
二
百
七
十
八
閲
、
看
館
執
役
す
る
者
二
十
二
人
」
と

(22} 

い
う
高
麗
國
の
進
奉
使
人
を
接
待
す
る
賓
館
で
あ
り
紳
宗
の
積
極
的
な
封
外

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

良
の
解
決
方
法
は
こ
れ
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

手
な
表
現
で
ほ
な
か
ろ
う
。

二
五

諫
議
の
侍
人
に
こ
っ
そ
り
と
請
文
を
み
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

政
策
、
交
易
促
進
の
意
岡
を
示
す
象
徽
的
な
施
設
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
営
時
、
張
士
良
自
身
す
ら
、
そ
れ
ほ
ど
烈
し
い
鴬
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

今
、
博
法
院
下
に
於
い
て
、
項
（
願
）
い
請
う
ら
く
は
、
日
本
國
僧
ら
八

人
、
今
月
初
四
日
、
西
府
第
四
位
察
諫
議
の
信
齋
に
到
ら
れ
ん
こ
と
を
。

の
請
文
が
と
ど
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
営
日
は
快
宗
と
聖
秀
・
心
賢
・
善
久
の

四
名
は
疱
癒
の
病
に
か
か
り
行
け
ず
、
通
事
陳
詠
を
ま
じ
え
た
五
人
だ
け
で
出

席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
齋
會
の
次
第
は
二
つ
の
大
火
舎
香
櫨
で
燒
香
し
て
讀

経
が
行
わ
れ
、

日
本
の
平
敷
座
風
の
坐
法
に
て
三
證
し
た
の
ち
梵
唄
・
表
白
・

疲
願
文
が
あ
げ
ら
れ
『
法
華
経
』
『
観
昔
紐
』
が
讀
誦
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
ら

に
は
上
等
の
絹
が
、
通
事
に
は
大
瓶
の
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
と
い
う
が
、
注
目

す
べ
き
は
齋
中
に
内
裏
よ
り
菓
子
・
糖
進
物
の
大
荷
が
四
人
の
紫
衣
兵
士
に
よ

っ
て
運
ば
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
下
賜
品
に
驚
い
て
の
こ
と
か
、
あ
る

い
は
西
府
第
四
位
の
察
諫
議
が
な
に
も
の
か
知
ら
さ
れ
ぬ
ま
ま
請
文
を
引
寓
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
成
尋
は
齋
主
の
名
を
失
念
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
察

二

月

日

紫
衣
成
尋
、
褐
衣
頼
縁
・
快
宗
・
聖
秀
・
惟
観
・
心
賢
・
善
久
•
長
命

翌
々
―
―
―
日
に
「
察
諫
議
の
齋
の
請
書
来
た
る
」
と
て

非
業
の
最
後
を
遂
げ
る
な
ど
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。



西
府
・
櫃
密
使

橿
密
副
使

櫃
密
副
使

察

挺

文
彦
博

呉

充

参
知
政
事

参
知
政
事

王

珪

渇

京

臣
・
参
知
政
事
に
命
じ
て
之
れ
に
居
ら
し
め
、
西
府
は
櫃
密
使
・
副
使
を

し
て
之
れ
に
居
ら
し
む
。

東
府
・
同
平
章
事

王
安
石

成
尋
一
行
の
滞
在
し
た
熙
寧
六
年
二
月
現
在
で
ほ

の
雨
府
、
す
な
わ
ち
中
書
と
櫃
密
院
が
こ
れ
で
あ
る
。

餘
は
各
お
の
一
百
五
十
三
開
、

に
よ
り
察
挺
の
名
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
府
第
四
位
と
は
『
長
編
』
巻

ニ
ニ
六
．
熙
寧
四
年
九
月
丁
未
條
に
み
え
る

是
れ
よ
り
先
、
詔
し
て
東
・
西
二
府
・
各
四
位
を
建
て
し
む
。
東
府
第
一

位

は

凡

そ

一

百

五

十

六

閲

、

東

府

は

宰

櫃
密
副
使
に
な
っ
た
察
定
な
る
人
物
は
存
在
し
な
い
の
で
、

と
あ
っ
た
と
付
記
し
て
い
る
。

楯
密
副
使
•
朝
散
大
夫
・
右
諫
議
大
夫
察
定

お
そ
ら
<
-
音
通

る。 の
構
成
と
順
位
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
席
次
は
翌
年
四
月
に
韓
綽
を
東
府
第
一

(
2
3
}
 

位
、
呂
恵
卿
を
第
二
位
に
配
し
て
か
ら
用
い
ら
れ
な
く
な
る
け
れ
ど
も
メ
ン

バ
ー
の
増
減
に
閥
係
な
く
順
位
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
成
尋
の
記
載
ど
お
り
で

あ
る
。
な
お
後
述
す
る
よ
う
に
楯
密
使
文
彦
博
ほ
政
争
の
あ
お
り
を
受
け
、
開

も
な
く
陳
升
之
と
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。

察
挺

(
1
0
一
四
ー
七
九
）
字
ほ
子
政
、
子
正
と
も
書
き
宋
城
（
河
南
省
商

丘
）
の
人
で
あ
る
。
景
祐
元
年

(
1
0四
九
）
に
進
士
及
弟
し
て
虔
州
推
官
を

振
り
出
し
に
陵
州
圏
練
推
官
、
逆
州
通
判
、
知
博
州
、
開
封
府
推
官
等
を
へ
て
知

南
安
軍
提
貼
江
西
刑
獄
よ
り
映
西
轄
運
副
使
、
直
龍
圏
閣
待
制
・
知
慶
州
へ
と

累
遷
し
た
。
紳
宗
朝
に
な
る
と
天
章
閣
待
制
・
知
渭
州
か
ら
龍
躙
閣
直
學
士
・

(24) 

痙
原
路
経
略
使
、
そ
し
て
熙
寧
五
年
五
月
に
櫃
密
副
使
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

翌
熙
寧
七
年
冬
に
は
疾
に
什
れ
、
資
政
殿
學
士
・
判
南
京
留
司
御
史
憂
に
退
き
、

元
豊
二
年

(
1
0七
九
）
に
六
六
歳
で
没
し
エ
部
尚
書
を
贈
ら
れ
た
。
謳
ほ
敏
粛
。

彼
が
遅
原
路
経
略
司
時
代
に
編
出
し
た
巡
原
地
域
に
お
け
る
練
兵
の
方
法
は
、

王
安
石
を
介
し
て
稗
宗
に
呈
せ
ら
れ
、
部
賂
逹
の
賛
同
を
得
て
諸
軍
の
訓
練
法

(25) 

と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。
地
方
行
政
に
も
特
異
な
才
能
を
持
っ
て
い
た
。

た
だ
し
か
し
「
諭
に
し
て
多
知
、
人
の
能
＜
其
の
城
府
を
窮
む
る
も
の
莫
し
」

よ
う
で
あ
る
。

と
も
偉
え
ら
れ
、
遊
泳
術
に
た
け
た
油
断
の
な
ら
な
い
人
物
と
み
ら
れ
て
い
た

『
裕
陵
邊
機
慮
分
』
『
敦
閲
陣
圏
』
各
一
巻
が
藝
文
志
に
み
え

察
挺
の
齋
會
に
招
か
れ
た
五
日
後
の
二
月
九
日
、
成
尋
は
珍
ら
し
い
経
験
を

す
る
。
敢
て
原
文
の
ま
ま
を
引
け
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。 二

六



九
日
紐
、
天
晴
、
院
内
来
将
軍
齋
、
巳
時
、
依
レ
請
行
向
、

マ

マ

マ

マ

湯
f

櫃
密
侍
中
文
彦
博
、
参
政
侍
朗
王
睦
中
書
、
参
政
諫
議
凋
京
中
書
、
櫃

マ
マ

密
副
使
諫
議
呉
充
、
櫃
密
副
使
諫
議
察
定
、

通
事

l

答
了
（
巻
六
）

一
行
す
べ
て
招
請
さ
れ
た
の
か
、
成
尋
だ
け
特
別
に
招
か
れ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
顔
を
揃
え
た
面
々
は
、
ま
さ
に
東
西
雨
府
の
首
脳
逹
で
あ
っ

こ。t
 齋

主
の
末
将
軍
が
誰
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
史
乗
に
登
場
す
る
来
姓
が

ほ
と
ん
ど
稀
な
上
に
、
雨
府
の
お
漉
々
が
そ
ろ
っ
て
齋
會
に
参
席
す
る
ほ
ど
の

人
物
は
見
嘗
ら
な
い
。
あ
る
い
ほ
来
を
字
形
か
ら
朱
の
誤
寓
と
み
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
特
定
す
べ
き
者
は
い
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
櫃
密
侍
中
の
文
彦
博
ほ
字
を
寛
夫
と
い
い
、
扮
州
は
介

休
縣
の
人
で
あ
る
。
仁
宗
の
慶
暦
八
年
に
同
中
書
門
下
平
章
事
、
集
賢
殿
大
學

士
と
な
り
、
皇
祐
三
年

(
1
0
五
二
）
宰
相
の
地
位
を
退
い
た
も
の
の
、
英
宗

を
し
て
「
朕
の
立
て
る
ほ
卿
の
力
な
り
」
と
い
わ
し
め
、
「
卿
は
朕
に
於
い
て

恩
有
り
」
と
感
謝
の
言
葉
を
稜
せ
し
め
た
英
宗
・
誹
宗
雨
朝
の
元
動
で
あ
る
。

開
も
な
く
侍
中
に
除
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
櫃
密
使
・
刻
南
西
川
節
度
使
と
な
っ
た
。

紳
宗
も
彼
を
朝
廷
の
宗
臣
と
稲
讚
し
重
用
し
た
が
、
王
安
石
と
の
確
執
を
次
第

に
深
め
て
い
き
、
成
尋
と
避
逗
し
た
頃
に
は
、
司
馬
光
や
厭
陽
脩
ら
に
か
わ
っ

て
、
奮
法
鴬
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
に
さ
え
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

元
豊
三
年

(
1
0
八
0
)
k
l
い
た
り
太
尉
に
拝
せ
ら
れ
河
東
節
度
使
・
判
河

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

如
レ
例
問
―
―
日
本
作
法
f

以

五
人
前
喫
＝
茶

二
七

徹
頭

南
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
太
尉
を
も
っ
て
致
仕
し
、
洛
陽
に
寓
居
し
た
。
こ
の

時
で
あ
る
。
か
の
白
榮
天
が
結
ん
だ
九
老
會
に
な
ら
い
「
洛
陽
者
英
會
」
を
も

う
け
、
官
位
の
上
下
を
問
わ
ず
、
も
っ
ば
ら
年
歯
の
み
を
も
っ
て
あ
い
集
い
、

三
々
五
々
置
酒
し
詩
を
賦
し
て
架
し
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
生
活
ぶ
り
も
、
あ
る

い
ほ
新
法
鴬
に
到
す
る
一
種
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

時
は
す
ぎ
哲
宗
の
元
祐
元
年

(
1
0八
六
）
再
び
薔
法
鴬
が
勢
い
を
盛
り
返

す
と
、
司
馬
光
は
宿
徳
元
老
と
し
て
彼
を
薦
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
法
嫌
い

の
宣
仁
皇
太
后
（
誹
宗
皇
后
）
は
文
彦
博
を
平
章
軍
國
重
事
に
任
じ
、
元
祐
五

年
に
致
仕
す
る
ま
で
の
開
、
六
日
一
朝
と
い
う
特
別
な
慮
遇
を
興
え
た
ほ
ど
で

あ
る
。
紹
聖
四
年

(
1
0九
七
）

に
九
二
歳
の
高
齢
で
卒
す
る
ま
で
、

徹
尾
、
新
法
に
反
封
し
つ
づ
け
た
彼
は
、
元
祐
鴬
籍
に
名
を
列
ね
る
こ
と
に
な

(27) 

る
。
饂
は
忠
烈
、
『
文
瀦
公
文
集
』
四
十
巻
が
あ
る
。

「
参
政
侍
朗
王
瑳
史
置
」
と
は
、

参
知
政
事
・
中
書
侍
郎
の
王
珪

(
1
0
1

九
ー
八
五
）
に
違
い
な
い
。
彼
は
字
を
萬
玉
、
謳
を
文
恭
と
い
い
成
都
華
陽
縣

の
人
で
あ
る
。
進
士
及
第
の
の
ち
揚
州
通
判
、
直
集
賢
院
、
甕
鐵
判
官
、
知
制

詰
、
知
審
官
院
、
翰
林
學
士
、
知
開
封
府
な
ど
を
累
歴
、
英
宗
の
時
に
端
明

殿
學
士
を
兼
ね
、
紳
宗
即
位
と
と
も
に
學
士
承
旨
と
な
っ
た
。
参
知
政
事
に
拝

せ
ら
れ
た
の
は
熙
寧
三
年
の
こ
と
。
九
年
に
は
同
中
書
門
下
平
章
事
、
集
賢
殿

大
學
士
に
進
ん
で
い
る
。
元
豊
に
入
り
證
部
侍
郎
よ
り
銀
青
光
禄
大
夫
、
さ
ら

に
尚
書
左
僕
射
兼
門
下
侍
郎
を
授
け
ら
れ
、
哲
宗
の
推
戴
に
あ
ず
か
っ
て
金
紫

光
禄
大
夫
に
進
み
岐
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
元
豊
八
年

(
1
0
八
五
）
五
月
、
六



「
参
政
諫
議
潟
京
中
書
」

九
四
）
で
あ
る
。
字
は
営
世
、
那
州
江
夏
の
人
。
紹
聖
元
年
に
七
四
歳
で
没
し

司
徒
を
贈
ら
れ
た
。
謳
は
文
簡
。
郷
試
よ
り
廷
試
に
至
る
ま
で
首
席
と
い
う
俊

オ
の
持
主
。
ち
な
み
に
王
安
石
と
同
年
の
進
士
及
第
で
も
あ
る
。
賂
作
監
丞
、

通
判
荊
南
軍
府
事
か
ら
直
集
賢
院
、
判
吏
部
南
曹
、
同
修
起
居
注
と
な
り
文
彦

博
・
韓
埼
・
苑
仲
滝
・
厭
陽
脩
ら
と
と
も
に
仁
宗
朝
の
名
臣
と
稲
さ
れ
る
富
弼

の
女
婿
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
知
制
詰
の
ポ
ス
ト
を
僻
退
し
龍
圏
閣
待
制
、

知
揚
州
か
ら
知
江
寧
府
に
韓
じ
、
の
ち
翰
林
侍
讀
學
士
さ
ら
に
翰
林
學
士
、
知

開
封
府
と
し
て
召
還
さ
れ
た
。
一
時
、
韓
埼
と
あ
わ
ず
映
西
安
撫
使
さ
ら
に
端

明
殿
學
士
・
知
太
原
府
と
な
っ
た
が
、
誹
宗
朝
に
入
り
翰
林
學
士
に
返
り
咲
き

御
史
中
丞
を
授
け
ら
れ
た
。
王
安
石
の
新
法
に
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
、
た
め

に
王
安
石
は
邪
説
を
行
う
も
の
と
し
て
彼
を
錦
け
る
よ
う
願
っ
た
が
、
誹
宗
ほ

逆
に
福
密
副
使
に
抜
擢
す
る
と
い
う
學
に
出
て
お
り
、
そ
の
信
任
ぶ
り
が
伺
え

は
参
知
政
事
・
右
諫
議
大
夫
渇
京

(
1
0
1
――ー

七
歳
で
没
し
た
。
『
華
陽
集
』
四

0
巻
が
博
わ
る
ほ
か
、
『
宋
雨
朝
図
史
』

二
0
巻
を
撰
述
し
た
文
學
の
士
で
あ
る
。
彼
の
本
偲
に
は
「
其
の
文
は
閑
俊
に

し
て
瑣
麗
、
自
ら
一
家
を
成
す
」
と
讚
え
、
「
朝
廷
の
大
典
策
は
多
く
其
の
手

よ
り
出
で
、
詞
林
は
之
れ
を
稲
う
」
と
記
さ
れ
る
。
一
方
、
朝
政
の
中
櫃
に
い

た
十
六
年
の
閲
ひ
た
す
ら
阿
良
追
随
の
態
度
に
終
始
し
、
た
だ
「
取
聖
旨
」

「
領
聖
旨
」
「
已
得
聖
旨
」
の
み
の
宰
執
と
「
三
旨
相
公
」
な
る
有
難
く
な
い

(28) 

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
獣
上
さ
れ
て
も
い
る
。
優
柔
不
断
な
彼
の
性
格
を
表
わ
す
と

と
も
に
新
・
薔
法
鴬
の
狭
閲
で
振
れ
動
く
ノ
ン
セ
ク
ト
の
苦
悩
と
慮
世
術
を
垣

閲
み
る
思
い
が
す
る
。

る
。
熙
寧
三
年
九
月
、

王
珪
よ
り
二
箇
月
早
く
参
知
政
事
に
進
ん
だ
が
保
甲
．

保
馬
雨
法
の
施
行
に
も
反
封
の
立
場
を
と
り
王
安
石
の
憎
み
を
あ
お
っ
た
。
折

し
も
時
政
を
論
じ
た
選
人
鄭
侠
の
上
書
に
、
潟
京
を
宰
相
に
と
あ
っ
た
の
を
政

敵
の
呂
恵
卿
に
弾
劾
さ
れ
知
嘔
州
に
轄
じ
た
。
王
安
石
が
退
い
た
熙
寧
九
年
十

月
、
知
櫃
密
院
事
と
し
て
返
り
咲
き
元
豊
四
年

(
1
0八
二
）
ま
で
そ
の
地
位

に
あ
っ
た
。
の
ち
観
文
殿
學
士
・
知
河
陽
と
な
り
、
哲
宗
の
と
き
保
寧
軍
節
度

使
・
知
大
名
府
か
ら
彰
徳
軍
節
度
使
、
さ
ら
に
中
太
一
宮
使
兼
侍
諧
を
授
け
ら

れ
、
太
子
少
師
を
も
っ
て
致
仕
し
て
い
る
。
本
博
に
は
史
家
と
し
て
も
名
高
い

苑
祖
萬
の
潟
京
を
評
し
た
「
其
の
中
立
不
椅
の
操
は
先
―
帝
に
稲
把
さ
る
」
の
言

を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
『
資
治
通
鑑
』
の
編
纂
協
力
者
で
司
馬
光
に
近
く
、
自

ら
も
新
法
に
反
封
し
た
祖
属
の
こ
と
と
て
割
引
い
て
聞
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ

れ
に
し
て
も
、
是
々
非
々
を
堅
持
し
な
が
ら
、
し
か
も
王
安
石
批
判
の
立
場
を

(29) 

貫
ぬ
い
た
人
物
と
い
え
よ
う
。
『
潜
山
集
』
一
巻
が
偲
え
ら
れ
る
。
な
お
成
尋

入
宋
の
頃
、
繹
鰹
潤
文
使
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
も
彼
で
あ
る
。

櫃
密
副
使
諫
議
呉
充

(
1
0
ニ―
I
八
0
)
は
字
を
沖
卿
、
謡
を
正
憲
（
獣
）

と
い
い
建
州
浦
城
（
幅
建
省
）
の
人
。
進
士
に
及
第
し
穀
熟
縣
主
簿
、
図
子
監

直
講
、
直
集
賢
校
理
、
判
吏
部
南
曹
、
開
封
府
推
官
な
ど
を
つ
と
め
映
州
・
京

西
・
淮
南
・
河
東
の
各
轄
運
使
を
歴
任
し
た
。
英
宗
の
と
き
櫂
堕
鐵
副
使
、
紳

宗
の
初
め
知
制
詰
と
な
り
同
知
諫
院
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
彼
の
次
子
呉
安
持
の

妻
は
王
安
石
の
娘
と
い
う
閥
係
も
あ
っ
て
諫
職
を
退
き
知
審
刑
院
と
な
り
、
櫂

三
司
使
そ
し
て
翰
林
學
士
と
な
っ
た
。
櫃
密
副
使
に
つ
い
た
の
は
熙
寧
三
年
九

月
。
同
五
年
二
月
か
ら
は
察
挺
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
同
八
年
四
月
に
は
王
詔
と

ニ
八



か
。
論
じ
壷
さ
れ
た
新
法
の
中
、
比
較
的
週
れ
て
成
立
し
た
市
易
法
を
敢
て
姐

こ
の
時
期
に
お
け
る
雨
府
の
状
況
ほ
、

四

入
れ
替
る
よ
う
に
櫃
密
使
に
進
ん
で
い
る
。
王
安
石
が
去
っ
た
熙
寧
九
年
十
月
、

代
っ
て
同
中
書
門
下
平
章
事
と
な
り
王
珪
と
と
も
に
宰
相
の
位
に
つ
い
た
。
姻

戚
の
閲
柄
と
は
い
え
王
安
石
の
新
法
に
賛
成
せ
ず
紳
宗
に
し
ば
し
ば
「
政
事
不

便
」
を
直
言
し
た
と
い
わ
れ
、
王
安
石
と
交
替
す
る
や
司
馬
光
、
呂
光
著
、
韓

維
、
蘇
頌
ら
奮
法
派
の
召
還
を
願
い
出
て
お
り
、
孫
覺
、
李
常
、
程
顆
ら
敷
十

人
を
推
奉
し
て
い
る
。
た
だ
し
同
列
と
な
っ
た
王
珪
に
忌
ま
れ
、
新
法
浪
の
察

確
や
張
躁
ら
の
姦
策
に
は
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
が
昂
じ
て
元
豊
三
年

(
1
0八
0
)

三
月
に
退
き
、
そ
の
四
月
、
観
文
殿
大
學
士
を
も
っ
て
没
し
た
。
六
十
歳
で
あ

(30) 

っ
た
。

辰
の
一
貼
、

〔
梵
オ
〕
三
蔵
の
馬
を
借
り
、
西
府
第
三
座
・
呉
櫃
密
の
家

に
行
き
向
う
。
諫
議
は
上
卿
な
り
。
家
中
の
議
（
儀
）
式
は
最
も
以
て
廣

大
に
し
て
侍
人
は
多
々
な
り
。

通
事
と
居
閲
に
通
さ
れ
た
成
尋
ほ
日
本
の
作
法
を
、
あ
る
い
は
「
悟
示
開
入
」

に
つ
き
、
あ
る
い
は
三
観
・
四
敦
・
五
時
な
ど
天
台
の
敦
理
を
『
法
華
糎
』
の

大
旨
に
つ
い
て
問
答
し
た
の
ち
、
善
美
を
盛
し
た
齋
施
を
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
る
。

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

二
證
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

成
尋
は
翌
三
月
廿
一
日
、
こ
の
呉
充
の
家
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。

二
九

す
で
に
司
馬
光
は
許
さ
れ
て
洛
陽
に
閑
居
、
富
弼
や
韓
埼
、
呂
公
著
ら
薔
法

上
に
載
せ
れ
ば
、
従
来
、
富
商
ら
に
握
ら
れ
て
き
た
＿
商
品
の
流
通
機
構
や
債
格

繰
作
の
宰
領
櫂
を
政
府
に
取
り
上
げ
て
、
中
小
の
＿
商
買
を
育
成
し
民
衆
の
生
活

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
魏
継
宗
の
獣
策
に
も
と
づ
ぎ
財
政
の
立
直
し
を
は
か

る
一
石
三
鳥
の
狙
い
を
も
っ
て
、
熙
寧
五
年
三
月
二
十
六
日
に
制
定
施
行
さ
れ

(31) 

て
い
る
ま
さ
に
成
尋
ら
が
明
州
に
向
け
て
舟
山
列
島
を
航
行
中
で
あ
る
。

沐
京
に
市
易
務
を
置
き
、
在
京
市
易
務
提
學
官
に
任
命
さ
れ
た
呂
嘉
問
の
も

と
、
内
蔵
庫
か
ら
支
出
さ
れ
た
百
萬
絹
を
本
錢
と
し
て
出
稜
し
た
市
易
法
は
、

理
想
と
現
賓
、
立
前
と
賓
際
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
振
り
動
か
さ
れ
、
功
罪
相
い
半

ば
す
る
経
緯
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
次
第
に
闊
し
て
は
多
く
の
軒
究
が
あ
り
冗
舌

を
必
要
と
し
な
い
。
神
宗
の
御
前
で
司
馬
光
ら
と
激
論
を
胴
わ
せ
た
熙
寧
元
年

八
月
以
来
、
制
置
一
二
司
條
例
司
の
創
設
を
へ
て
、
二
年
の
均
輸
法
・
青
苗
法
・

坐
倉
法
・
農
田
水
利
法
、
同
三
年
の
募
役
法
・
保
甲
法
、
四
年
に
は
太
學
生
の

三
舎
法
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
都
度
、
厳
し
い
批
判
が
噴
出
し
、
司
馬
光

を
は
じ
め
祖
法
遵
守
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
と
の
開
に
論
駁
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
し
て
今
度
の
市
易
法
、

五
月
の
保
馬
法
の
賓
施
で
あ
る
。

派
の
首
魁
逹
も
洛
陽
に
集
ま
り
新
法
に
到
す
る
無
言
の
抵
抗
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
十
月
、

か
ね
が
ね
新
法
に
反
到
し
つ
づ
け
て
巻
た
文
彦
博
は
市
易
司
が
不

営
に
官
吏
を
遣
わ
し
、
官
自
ら
が
果
物
ま
で
も
賣
ら
せ
て
い
る
事
賓
を
指
摘
し
、

こ
れ
で
は
華
州
に
山
崩
れ
が
起
り
か
ね
な
い
と
ま
で
直
言
す
る
。
誹
宗
の
下
問

に
到
し
王
安
石
は
、
官
が
自
ら
果
賓
を
販
賣
し
た
こ
と
ほ
な
い
と
繹
明
し
、

「
華
州
山
崩
」
の
臀
を
逆
手
に
と
っ
て
反
論
す
る
。
漢
の
元

l

帝
時
代
に
日
食
が



あ
り
、
史
高
や
弘
恭
・
石
顕
の
輩
は
そ
の
咎
を
爾
望
之
ら
に
蹄
し
、
爾
望
之

(32) 

ら
は
恭
・
顕
の
徒
に
罪
を
蹄
し
た
こ
と
が
あ
る
。
王
安
石
は
こ
の
話
を
持
ち
出

し
な
が
ら
、
文
彦
博
ら
を
弘
恭
・
石
顕
に
、
蓋
望
之
を
自
分
に
な
ぞ
ら
え
、
と
ど(33) 

の
つ
ま
り
天
意
は
爾
羞
之
に
味
方
す
る
で
あ
ろ
う
と
断
言
す
る
一
幕
が
あ
っ
た
。

果
賓
と
い
う
一
見
些
細
な
問
題
の
よ
う
で
あ
る
が
、
新
・
奮
雨
法
鴬
の
争
い

が
集
約
さ
れ
た
、
い
わ
ば
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
文
彦
博
と
王

安
石
の
應
酬
に
雨
者
の
根
本
的
な
違
い
が
如
賓
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
事
が
こ
の
ま
ま
終
息
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
果
せ
る

か
な
翌
年
正
月
十
日
、
つ
ま
り
成
尋
が
雨
府
の
面
々
と
齋
會
を
共
に
し
た
一
箇

月
前
、
こ
の
問
題
が
再
燃
し
文
彦
博
と
王
安
石
が
員
正
面
か
ら
激
突
し
て
い
る
。

昨
年
、
官
が
果
貢
を
賣
る
に
至
っ
て
は
「
國
騰
を
損
い
、
民
の
怨
み
を
紋
む
る

有
り
」
と
中
止
を
乞
う
た
が
、
現
在
に
及
ぶ
ま
で
ナ
シ
の
礫
で
あ
る
。
陛
下
は

小
事
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
つ
ら
つ
ら
思
い
ま
す
に
「
損

す
る
所
は
甚
大
」
で
あ
る
か
ら
決
し
て
手
を
染
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う

の
が
文
彦
博
の
申
立
て
で
あ
る
。
彼
は
「
斯
れ
乃
ち
龍
断
の
事
な
り
。
豪
敏
の

え
い
た
つ

小
臣
が
進
を
希
い
て
妄
り
に
作
す
も
の
に
し
て
貧
下
を
侵
漁
し
累
を
朝
廷
に

(34) 

か砧
く
」
も
の
と
ま
で
極
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
王
安
石
は
し
か
し
財
政
の
逼

迫
を
引
き
合
い
に
「
直
だ
細
民
の
久
し
く
官
中
の
需
索
に
困
し
み
、
又
兼
併
の

苦
し
む
所
と
為
る
を
以
て
の
故
に
、
立
法
を
為
せ
し
の
み
」
と
反
駁
し
た
た
め

結
局
、
文
彦
博
の
進
言
ほ
退
け
ら
れ
王
安
石
の
勝
利
に
終
っ
た
。

そ
の
敷
日
後
の
こ
と
、
琢
州
牒
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
封
立
が
表
面
化
し
て
い

る
。
河
北
東
路
の
雄
州
が
容
城
・
諦
信
の
縣
尉
を
巡
歴
せ
し
め
て
い
る
こ
と
の

不
嘗
を
訴
え
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
櫃
密
院
が
北
界
つ
ま

り
契
丹
の
領
土
欲
を
疑
い
、
不
遜
な
態
度
に
は
不
遜
を
も
っ
て
厳
し
く
封
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
断
じ
た
。
と
こ
ろ
が
北
邊
を
刺
激
す
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ぬ
紳

宗
は
、
過
嘗
な
應
報
を
ひ
か
え
る
よ
う
命
を
下
し
た
。
王
安
石
も
紳
宗
に
大
賛

成
し
、
「
北
界
未
だ
必
ず
し
も
占
地
の
意
有
ら
ず
」
と
櫃
密
院
の
主
張
に
反
論

を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
も
櫃
密
院
に
蝠
ま
る
文
彦
博
、
呉
充
そ
し
て
察
挺
ら
に

(35) 

向
け
て
の
、
あ
か
ら
さ
ま
な
反
撥
と
み
て
よ
い
。
飽
ま
で
も
中
華
意
識
を
奉
じ
、

祖
法
の
ま
ま
に
外
交
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
文
彦
博
ら
と
、
き
わ
め
て
現

賓
主
義
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
王
安
石
と
の
閲
に
、
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。人

事
面
で
も
ま
た
然
り
で
あ
っ
た
。
齋
會
か
ら
十
八
日
の
二
月
二
十
七
日
、

植
度
支
副
使
・
刑
部
郎
中
・
集
賢
殿
修
撰
の
沈
起
を
天
章
閣
待
制
・
知
桂
州
に

任
ず
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
王
安
石
グ
ル
ー
。
フ
の
人
事
で
あ
る
。
営
然
の
よ
う

に
反
封
の
狼
煙
が
上
っ
た
。
そ
れ
は
沈
起
が
映
西
轄
運
使
の
と
き
慶
州
の
兵
風

に
あ
た
り
長
安
城
に
た
て
こ
も
る
な
ど
、
怯
儒
な
振
舞
い
が
あ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
口
火
を
切
っ
た
の
は
凋
京
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
封
し
、
王
安
石
は
沈

起
の
映
西
に
お
け
る
大
過
な
し
と
強
く
辮
護
し
「
衆
論
の
〔
沈
〕
起
を
攻
め
る

こ
と
尤
だ
切
な
る
所
以
の
者
は
、
蓋
し
、
起
が
嘗
て
王
部
と
李
師
中
の
曲
直
を

辮
正
せ
し
を
以
て
の
故
に
、
人
の
悪
む
所
と
為
り
し
の
み
」
と
ま
で
判
じ
、
強

(36) 

引
に
反
到
を
抑
え
込
ん
で
い
る
。

三
月
に
は
ま
た
、

王
部
の
経
略
に
か
か
る
熙
河
路
香
子
城
の
攻
防
に
、
戦
死

し
た
侍
禁
の
田
瑣
父
子
、
お
よ
び
彼
の
戦
死
し
た
部
下
に
封
す
る
賞
賜
を
め
ぐ

10 



っ
て
察
挺
・
文
彦
博
と
王
詔
・
王
安
石
の
閲
に
應
酬
が
あ
り
、
紳
宗
の
裁
定
に

｛詔

よ
っ
て
王
安
石
の
議
に
軍
配
が
上
っ

t

成
尋
ら
が
雨
府
の
要
人
逹
と
親
し
く

言
葉
を
交
え
た
前
後
に
限
っ
て
さ
え
も
、
雨
派
の
確
執
を
物
語
る
大
小
の
事
件

に
は
こ
と
鋏
か
な
い
の
で
あ
る
。
施
行
に
う
つ
さ
れ
た
ば
か
り
の
市
易
法
に
、

戦
い
を
挑
み
つ
つ
あ
る
文
彦
博
を
主
賓
と
し
て
、
王
安
石
を
除
く
雨
府
の
主
要

メ
ン
バ
ー
が
来
将
軍
の
齋
會
に
顔
を
そ
ろ
え
た
。
そ
こ
で
一
騰
な
に
が
語
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
安
石
は
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
彼
が
辟
退
し
た
の

激
し
さ
と
、

か
な
ど
興
趣
つ
き
な
い
シ
ー
ン
が
巧
ま
ず
し
て
成
尋
の
文
章
に
活
寓
さ
れ
て
い

る
。
異
國
の
僧
と
佛
義
を
談
ず
る
さ
り
げ
な
い
姿
に
、
政
界
に
お
け
る
暗
闘
の

ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
を
感
得
す
る
の
ほ
過
敏
に
す
ぎ
ょ
う
か
。

須
待
光
生
救
溺
時

撃
甕
は
微
な
り
と
雖
も

活
人
の
妙
手
群
兒
を
座
す

煕
寧
の
新
法
天
水
を
淫
す

須
ら
く
光
生
の
溺
を
救
う
の
時
を
待
っ
べ
し

『
翰
林
五
鳳
集
』
に
お
さ
め
る
村
庵
す
な
わ
ち
希
世
霊
彦
（
一
四

0
三
ー
八
八
）

の
「
小
兒
撃
甕
圏
」
と
題
し
た
詩
一
首
で
あ
る
。
宋
僧
恵
洪
の
『
冷
齋
夜
話
』

に
司
馬
光
が
水
甕
に
お
ち
た
小
兒
を
救
う
た
め
甕
を
撃
い
た
話
を
載
せ
る
。
こ

れ
に
よ
る
「
小
兒
撃
甕
圏
」
が
描
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
圏
を
題
材
に
救

國
の
士
司
馬
光
の
出
現
を
待
っ
と
詠
う
五
山
の
詩
僧
村
庵
に
は
、
王
安
石
へ
の

正
し
い
理
解
が
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
。
彼
も
ま
た
王
安
石
批
判
の
立
場
を
と
っ

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

撃
甕
雖
微
志
不
卑

活
人
妙
手
蕗
群
兒

煕
寧
新
法
淫
天
水

ひ
く

志
は
卑
か
ら
ず

『
山
林
風
月
集
』
巻
中
。
な
お
一
休
に
は
同
題
の
詩
が
一
＿
一
首
あ
る
。

『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
六
一

雇
役
経
綸
九
鼎
成
雇
役
経
綸
し
て
九
鼎
成
る

趙
家
王
爵
巽
絲
軽
趙
家
の
王
爵
髯
絲
軽
し

飢
腸
一
夜
鍾
山
雨
飢
腸
す
一
夜
鍾
山
の
雨

腑
暖
平
生
呂
悪
卿
腑
墜
す
平
生
呂
恵
卿

(

3

)

東
一
夫
『
日
本
中
・
近
世
の
王
安
石
研
究
史
』
（
風
閲
書
房
刊
）
第
一
編
第
一

章。

(

4

)

芳
賀
幸
四
郎
『
中
世
輝
林
の
學
問
お
よ
び
文
學
に
闘
す
る
研
究
』
。

(

5

)

東
一
夫
上
掲
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(

6

)

「
成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人
ー
成
尋
と
蘇
東
披
ー
」
参
天
台
五
嘉
山
記
劉
記
二
の
一

（

『

東

西

學

衛

妍

究

所

紀

要

』

二

六

輯

）

。

―

(

7

)

こ
の
書
令
史
鄭
某
は
、
書
式
か
ら
す
れ
ば
あ
る
い
は
「
尚
書
鯉
輝
虹
」
の
前
段

に
移
行
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
‘

(

8

)

『
参
記
』
巻
ニ
・
煕
寧
五
年
六
月
五
日
條
の
杭
州
公
移
に
「
昨
於
治
平
二
年

内
、
往
日
本
國
買
賣
、
畢
本
國
僧
成
尋
等
相
識
、
至
煕
寧
二
年
、
従
彼
國
敗
盆
も

載
留
黄
等
、
杭
州
抽
解
貨
賣
」
と
あ
る
。

(

9

)

『
参
記
』
巻
ニ
・
煕
寧
五
年
六
月
五
日
條
の
台
州
帖
に
「
客
人
陳
詠
稲
、
為
母

親
在
嘗
年
老
、
無
人
侍
養
」
と
あ
る
。

(
1
0
)

「
今
末
欲
候
到
明
翔
（
州
）
剌
頭
、
特
乞
開
壇
受
戒
、
輿
前
末
小
師
頼
縁
等
五

人
、
同
覚
一
船
、
往
鰈
日
本
、
所
貴
前
達
不
虚
約
、
二
年
閲
、
却
得
廻
信
」
と
あ

る。

(
1
1
)

『
宋
史
』
巻
二
八
六
、

(
1
2
)

『
宋
史
』
巻
三
二
七
、

註(

1

)

 

(

2

)

 

『
東
都
事
略
』
巻
五
三
、

『
東
都
事
略
』
巻
七
九
、

『
宋
史
新
編
』
巻
八
七
゜

『
宋
史
新
編
』
巻
一
〇
六
、

た
代
表
的
な
一
人
で
あ
る
。
最
初
の
紹
介
者
成
尋
は
、
果
し
て
雨
浪
の
争
い
を

ど
う
評
債
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



『
宋
人
軟
事
彙
編
』
巻
四
三
六
゜

(
1
3
)

『
元
豊
類
稿
』
巻
―
二
、
「
王
平
甫
文
集
序
」
、
『
後
山
集
』
巻
―
二
、
「
王

平
甫
文
集
後
序
」
。
な
お
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
九
一
の
「
王
平
甫
墓
誌
」
に
六

0
巻
と
あ
る
。

(
1
4
)

『
宋
史
』
巻
一
六
三
・
職
官
志
・
祠
部
郎
中
に
「
凡
宮
観
、
寺
院
道
繹
、
籍
其

名
額
、
應
給
度
牒
、
若
空
名
者
、
母
越
常
敷
」
と
あ
り
、
同
巻
一
六
四
・
太
常
寺

に
「
有
判
院
、
同
知
院
四
人
、
寺
興
證
院
、
事
不
相
兼
云
云
」
と
あ
る
。

(
1
5
)

『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
（
以
下
『
長
編
』
）
巻
二
四
八
・
熙
寧
六
年
十
一
月
戊

午
條
に
「
故
事
崇
文
院
校
書
、
二
年
乃
除
館
閣
校
勘
、
安
國
以
参
知
政
事
酒
京
王

珪
、
薦
其
學
行
、
故
特
有
是
命
」
と
あ
る
。

(
1
6
)

陸
浩
『
入
蜀
記
』
、
『
王
荊
文
公
詩
』
巻
四
の
「
題
半
山
寺
壁
」
學
壁
註
、
清
水

茂
『
王
安
石
』
（
岩
波
書
店
刊
、
中
國
詩
人
選
集
二
集
第
四

oo)

(
1
7
)

『
宋
史
』
巻
三
三
一
・
馬
仲
甫
博
に
は
「
熙
寧
初
、
守
竜
・
許
・
揚
三
州
、
糾

察
在
京
刑
獄
、
知
通
進
銀
豪
司
、
復
為
揚
州
、
提
奉
崇
輻
観
、
卒
」
と
あ
る
。
卒

年
は
『
長
編
』
巻
三
一

0
に
「
元
豊
三
年
十
二
月
丁
亥
、
通
議
大
夫
天
章
閣
待
制

馬
仲
甫
卒
」
と
い
う
。

(
1
8
)

『
参
記
』
巻
三
・
煕
寧
五
年
九
月
十
三
日
條
゜

(
1
9
)

『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
八
三
「
揚
州
龍
興
講
院
記
」
。

(
2
0
)

安
藤
更
生
『
璧
員
大
和
上
傭
之
研
究
』
第
一
章
註
一
三
。
な
お
王
安
石
と
慧
證

の
交
遊
に
開
し
て
は
安
藤
智
信
「
王
安
石
に
於
け
る
方
外
の
契
」
（
『
大
谷
學
報
』

四
七
ー
ニ
が
あ
る
が
、
惜
む
ら
く
は
成
尋
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(
2
1
)

『
宋
史
』
巻
四
七
ニ
・
姦
臣
博
・
察
京
偲
、
同
巻
四
六
八
宦
官
偲
・
陳
術
博
゜

(
2
2
)

『
宋
會
要
輯
稿
』
七
三
・
職
官
二
五
I
―
-
、
「
同
文
館
在
延
秋
坊
、
熙
寧
中

初
置
、
以
待
高
麗
國
進
奉
人
使
、
舎
宅
二
百
七
十
八
間
、
看
館
執
役
者
二
十
二

人
、
後
減
十
二
人
。
紳
宗
熙
寧
七
年
正
月
、
差
入
内
内
侍
省
内
東
頭
供
奉
官
張
士

良
、
兼
勾
嘗
同
文
館
」
。

(
2
3
)

『
長
編
』
巷
二
五
二
、
『
宋
會
要
輯
稿
』
職
官
六
ー
四
三
。

(
2
4
)

「
宋
大
臣
年
表
」
は
五
年
二
月
に
作
る
が
、
『
宋
史
』
巻
三
二
八
の
本
博
で
は

五
年
二
月
丙
寅
に
櫃
密
使
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
宋
史
』
巻
一
九

0
．
兵
志
に

は
淮
東
路
経
略
使
に
あ
っ
た
と
い
い
、
同
巻
一
九
五
で
は
五
年
五
月
に
こ
の
こ
と

を
記
す
な
ど
混
胤
が
あ
る
。
な
お
『
東
都
事
略
』
巻
八
二
、
『
宋
史
新
編
』
巻
一

0
七
、
『
宋
人
軟
事
彙
絹
』
倦
四
九
五
、
『
韓
南
陽
集
』
巻
一
五
、
「
賜
櫃
副
右

諫
議
大
夫
察
挺
赴
閑
詔
」
な
ど
を
参
看
。

(
2
5
)

『
宋
史
』
巻
一
九
一
・
兵
志
。
こ
の
時
か
ら
王
安
石
に
目
を
つ
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
同
書
巻
一
八
ニ
・
食
貨
志
に
ほ
江
西
提
貼
刑
獄
の
と
き
顎
課
問
題

で
も
才
能
を
登
揮
し
た
こ
と
を
い
う
。

(

2

6

)

白
居
易
は
二
李
の
朋
黛
を
嫌
っ
て
洛
陽
に
隠
棲
し
た
と
い
わ
れ
る
。
『
宋
史
』

巻
三
一
三
・
文
彦
博
博
に
「
其
在
洛
也
、
洛
人
部
薙
、
程
顆
兄
弟
、
皆
以
道
自

重
、
賓
接
之
如
布
衣
交
、
興
富
弼
・
司
馬
光
等
十
三
人
、
用
白
居
易
九
老
會
故

事
、
置
酒
賦
詩
相
築
、
序
歯
不
序
官
、
為
堂
、
綸
像
其
中
、
謂
之
洛
陽
者
英
會
」

と
あ
る
。
司
馬
光
の
『
司
馬
文
正
集
』
巻
六
五
に
は
「
洛
陽
者
英
會
序
」
が
あ

り
、
王
柏
の
『
魯
齋
集
』
巻
―
-
、
「
題
九
老
圏
後
」
や
『
呉
文
正
集
』
巻
三
〇

の
「
題
者
英
闘
後
」
に
よ
っ
て
伺
わ
れ
る
。

(
2
7
)

『
宋
史
』
の
ほ
か
『
東
都
事
略
』
巻
六
七
、
『
宋
史
新
編
』
巻
九
八
、
『
宋
人

軟
事
彙
編
』
巻
三
六
一
、
『
宋
元
學
案
』
巻
二
な
ど
に
偲
が
あ
る
。

(28)

『
宋
史
』
巻
一
―
―
―
ニ
・
王
珪
偲
、
『
東
都
事
略
』
巻
八

0
、
『
宋
史
新
編
』
巻

九
八
、
『
宋
人
秩
事
彙
編
』
巻
四
八
二
、
『
宋
元
學
案
補
遺
』
巻
九
六
゜

(
2
9
)

『
宋
史
』
巻
―
―
―
―
七
・
凋
京
博
。
『
東
都
事
略
』
巻
八
一
、
『
宋
史
新
編
』
巻

1
0
1
、
『
宋
人
峡
事
彙
編
』
巻
四
八
二
、
『
宋
元
學
案
補
遺
』
巻
三
な
ど
に
偲

が
あ
り
、
こ
の
頃
の
も
の
と
し
て
『
韓
南
陽
集
』
巻
一
五
「
賜
参
知
政
事
右
諫
議

大
夫
凋
京
乞
退
間
不
允
詔
」
な
ど
も
あ
る
。

(
3
0
)

『
宋
史
』
巻
三
―
ニ
・
哭
充
博
。
同
巻
一
六
．
誹
宗
本
紀
。
『
東
都
事
略
』
巻

六
―
―
-
、
『
宋
史
新
編
』
巻
九
八
、
『
宋
人
軟
事
彙
編
』
巻
四
八
二
、
『
臨
川
集
』

巻
八
一
「
祭
呉
侍
中
沖
卿
文
」
、
『
王
魏
公
集
』
巻
七
「
祭
呉
相
公
文
」
な
ど
を
参

照。

(
3
1
)

『
宋
會
要
輯
稿
』
食
貨
一
―
―
七
・
市
易
・
熙
寧
五
年
三
月
二
十
六
日
條
の
魏
織
宗



の
上
奏
。
な
お
『
長
編
』
巻
二
三
一
、
同
年
同
月
條
゜

(
3
2
)

『
漢
書
』
巻
八
・
爾
望
之
偲
゜

(
3
3
)

『
長
編
』
巻
二
三
九
・
煕
寧
五
年
冬
十
月
丙
戌
「
上
謂
王
安
石
、
文
彦
博
稲
、

市
易
司
不
営
差
官
、
自
賣
果
賓
、
致
華
州
山
崩
云
云
」
と
あ
る
。

(
3
4
)

『
長
編
』
倦
二
四
ニ
・
煕
寧
六
年
正
月
辛
亥
「
櫃
密
使
文
彦
博
言
、
臣
近
言
市

易
司
遣
官
、
監
賣
果
賓
、
有
捐
國
骰
、
敏
民
怨
、
乞
寝
罷
、
至
今
渉
旬
、
未
聞
施

行
、
切
慮
陛
下
以
事
小
不
郎
、
而
臣
愚
以
、
所
捐
甚
大
、
決
不
可
為
…
…
云
云
」

と
あ
る
。
『
宋
會
要
輯
稿
』
食
貨
三
七
・
市
易
、

(
3
5
)

『
長
編
』
巻
二
四
ニ
・
煕
寧
六
年
正
月
己
巳
條
゜

(
3
6
)

煕
寧
三
年
、
知
秦
州
李
師
中
か
ら
王
紹
の
讃
田
萬
餘
頃
の
不
賀
を
弾
奏
さ
れ
て

官
一
等
を
奪
わ
れ
た
事
件
。
『
宋
史
』
巻
三
二
八
・
王
詔
博
。
王
詔
は
王
安
石
の

市
易
法
を
推
進
す
る
こ
と
に
協
力
し
た
。
王
紹
の
設
置
し
た
秦
州
市
易
司
が
市
易

法
の
前
身
と
み
る
説
さ
え
あ
る
（
梁
啓
超
『
王
安
石
評
偲
』
、
佐
伯
富
『
王
安

石
』
）
。
な
お
式
守
富
司
「
王
安
石
の
市
易
法
」
（
『
歴
史
學
研
究
』
六
ー
下
）
参

看゚

(
3
7
)

『
長
編
』
巻
二
四
一
―
-
・
熙
寧
六
年
＿
―
-
月
丁
未
條
゜

成
尋
を
め
ぐ
る
宋
人

言


